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A. We are increasingly worried about the effect that the device is having on all of us. 

B. Most people underestimate how much change they will experience in their future. 

C. True opportunity often comes so cleverly disguised it is easy to overlook. 

D. Only the highest-ranking members of the order are permitted to enter the holiest place. 

E. It is said that Shibuya ranks among the most fashionable places on earth. 
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【講評】 

26 年度入試は、大問数・出題形式ともに昨年度の構成を完全に踏襲しました。奇をてらった出題はなく、基礎から

標準レベルの知識と論理構成力を着実に問う出題です。 

 

【大問別分析】 

I・II（文法・語彙・語句整序） 

難解な文法事項よりも、nothing short of や finishing touches といった定型表現・コロケーション（語の結びつ

き）の知識が重視されています。昨年度同様、標準的な熟語帳レベルの習得が不可欠です。 

III（文整序） 

本学最大の特徴である「論理整序」問題です。昨年の「ChatGPT」に続き、今年も「AI と創造性」という最新の

テクノロジートピックが出題されました。また、日常会話（ハンバーガー店での注文など）と論説文が混在して

おり、会話の「流れ」と論説の「論理」の両方を追う力が求められます。 

IV（長文読解） 

○英文 1 

 昨年の「心理的安全性」に続き、今年は「医師と患者の対話」という医療現場のコミュニケーションがテーマで

した。 

○英文 2 

 「宗教の進化と存続」というやや抽象度の高いテーマでした。昨年の「動物の集団行動」と比較すると、文系的

な論理展開（逆説や対比）を追う必要がありました。 

 

【目標得点率と対策】 

 全体として難問奇問は少なく、基礎力の完成度が点数に直結します。文法・整序での取りこぼしを防ぎ、長文の文

脈を正確に把握できれば、合格ラインは 70〜75％、安全圏としては 80％を目指したいところです。対策としては、

基礎的な文法及び語彙、長文は医療系テーマに慣れることに加え、指示語や接続詞に着目して段落構成を考える訓

練をしてください。 

 

 


